

























































































































































































































































































































































テクスト I激石全集j全28巻 （岩波書店） 1993～1999 
明治39.10.22 中村不折 f画道一斑』博文館
明治40年5月 『東京日日新聞J（復刻版 『明治大正昭和新聞研究会J1978.5.30) 
1973.4 小宮豊隆 『激石の芸術j岩波書店 0942.12.9第一刷り）
1975.4.18 正岡子規「墨汁一滴」（『子規全集 第十一巻随筆－J講談社）




1982.9 相馬庸郎「激石と写生文一ーもう一つのリアリズム ・覚書一一J（『夏目激石 日本文
学研究資料叢書2J日本文学研究資料刊行会編 有精堂）
1983.12 I唐詩鑑賞辞典j上海僻書出版社

































② 「写生文」 I激石全集第十六巻jP.55 
③「激石氏の写生文論J（初出一明治四十年一月十二日の『国民新聞J)（『激石全集 第二十五巻j所
~X P.223) 
④ 「墨汁一滴」（『子規全集第十一巻随筆－J 1975.4.18 講談社） P.217-218 
⑤松井貴子 「近代「写生」の系譜一一子規とフォンタネージの絵画論J（『比較文学j第三十九巻
1997.3.31) P.7 
⑥ 「叙事文J－（『子規全集 第十四巻j講談社 1976.1.20) P.241.247 
⑦（明治34年4月19日）「墨汁一滴」（『子規全集第十一巻随筆－J 1975.4.18 講談社） P.166 




（下線引用者）… （梶木剛『写生の文学一正岡子規・伊藤左子夫 ・長塚節j 短歌新聞社2001.3.4)
P.60 
⑪ 「実際の有のま、」を写し「実叙」するのであるが、それは何千何万と見た 〈景色〉ゃ く人事〉
の中から作者である くわれ〉の感情的把握によって取捨選択されたもののみがポエテイカル・マテ
イリアル （詩質）として選択され単純化されてゆくのである。」（下線引用者）… （安森敏隆「激石


























⑮ f草枕J（『激石全集 第三巻』） P.12.日
＠『草枕jにおける「非人情」とは、「激石によれば、俳句・漢詩・寓生文を貫いて流れてゐる、作
家の特殊な態度である」と、小宮豊隆が激石の思想に従いながら「非人情」が即ち写生文を成就す


















の外、 a.r唐詩鑑賞辞典』湯高才編 上海辞書出版社 1983.12第一刷 b.『李賀歌詩編 l一一蘇小
小の歌j原田憲雄訳注1998.12.9平凡社との二冊を参照）
@ a. r中園古典文撃叢書 王右丞集菱注J1998.3 上海古籍出版社
b.『唐詩鑑賞辞典J1983.12 上海辞書出版社





＠相馬庸郎「激石と写生文一ーもう一つのリアリズム ・覚書 J (f夏目激石 日本文学研究資料叢
書2j日本文学研究資料刊行会編 有精堂 1982.9) P.10 
＊討議要旨
鈴木淳氏は、西洋画の影響を受けた子規の写生文と、東洋的な文学観に基づいた激石の写生文と
の違いは何なのか、と質問し、発表者は、子規には観察者の取捨選択という解釈の眼が働いているの
に対し、激石の場合は存在するものをひとつの風景としてそのまま眺めている。たとえば 『草枕jの
読書行為に対する画工の言葉にもみられるように、様々な視点から物事を受け入れるという点で、も
はや子規の写生文観を超えていると評価できるのではないか、と回答した。
さらに鈴木氏は、江戸時代の漢函に対する子規の造詣の深さを考慮するならば、東洋絵画との関
係を踏まえて慎重に検討すべきでないか、と訊ね、発表者は、子規は最初日本画に深い関心を抱き日
本画を最良のものと捉えていたが、中村不折との出逢いによって、西洋画の方が知実に描いていると
考えを変えていった、と答えた。
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